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日
米
要
人
の
容
認
発
言
に
意
見

国
内
外
の
学
生
が
互
い
の
原
爆
観
の
違
い
を
超
え
て
、
世
界
平
和
に
つ
い
て
議
論
す
る
夏

季
集
中
講
座

「
ヒ
ロ
シ
マ
と
平
和
２
０
０
７
」
が
広
島
市
安
佐
南
区
の
広
島
市
立
大
学
で
開

か
れ
て
い
る
。
５
回
目
の
今
年
は
米
、
英
、
韓
国
、
中
国
な
ど
１１
カ
国
か
ら
過
去
最
多
の
学

生
２９
人
が
参
加
。
同
大
の
学
生
２４
人
も
加
わ
り
、
７
日
ま
で
計
９
日
間
の
講
座
が
続
く
。
日

米
政
府
の
要
人
が
原
爆
投
下
を
容
認
し
た
り
、
正
当
化
し
た
り
す
る
発
言
を
し
た
時
期
だ
け

に
、
各
国
の
学
生
た
ち
の
議
論
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（向
井
光
真
）

活
発
に
意
見
を
交
わ
す
参
加
者

た
ち
＝
広
島
市
安
佐
南
区
で

羹離姦海外11カ国の学生も参加

７
月
３．
日
は
米
ハ
ワ
イ
大

マ
ツ
ナ
ガ
平
和
研
究
所
の
ブ

ラ
イ
ア
ン

・
ハ
レ
ツ
ト
所
長

（平
和
学
）
が

「原
爆
の
神

話

『命
を
救
い
戦
争
を
終
わ

ら
せ
た
の
か
』
」
を
テ
ー
マ

に
、
当
時
の
日
本
と
米
国
政

府
の
動
向
な
ど
を
講
義
。
原

爆
投
下
が
日
米
の
犠
牲
者
を

減
ら
し
た
と
い
う

「原
爆
神

話
」
を
批
判
し
た
。

続
い
て
、
参
加
者
が
欧

州
、
ア
ジ
ア
な
ど
出
身
地
域

別
の
５
班
に
分
か
れ
、
さ
「
猿

爆
は
救
い
か
、
大
量
殺
毅

か
」
を
議
論
し
た
。

原
爆
投
下
を
巡

っ
て
今

年
、
久
間
前
防
衛
相
が

「し

ょ
う
が
な
い
」
と
述
べ
、
米

政
府
の
ロ
バ
ー
ト

・
ジ
ョ
セ

フ
核
不
拡
散
問
題
特
使
が
原

爆
投
下
を
正
当
化
す
る
発
言

を
し
た
こ
と
か
ら
、
学
生
た

ち
は
活
発
な
議
論
を
展
開
。

「
ア
ジ
ア
に
対
す
る
戦
争
責

任
は
被
爆
で
免
罪
に
は
な
ら

な
い
が
、
原
爆
は
日
本
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア

に
と
っ
て
も
脅
威
六
ア
ジ
ア

班
）
、
「被
爆
者
の
話
を
聞
い

て
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
ア
メ

リ
カ
と
日
本
は
原
爆
に
つ
い

て
対
話
し
、
平
和
に
向
け
て

一
緒
に
行
動
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
六
北
米
班
）

な
ど
の
意
見
が
相
次
い
だ
。

日
本
班
を
代
表
し
て
、
広

島
市
立
大
８
年
の
梶
川
直
樹

さ
ん
は

「日
本
は
被
爆
国
で

も
あ
り
、
加
害
国
で
も
あ

る
。
自
分
た
ち
若
い
世
代
は

両
方
見
据
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
」
と
訴
え
た
。

同
講
座
は
０３
年
か
ら
、
被

爆
地
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
世
界
に

平
和
教
育
を
発
信
す
る
こ
と

を
目
的
に
同
大
と
広
島
平
和

研
究
所

（
同
市
中
区
）
が
協

力
し
て
実
施
。
平
和
の
た
め

の
果
文
化
の
理
解
や
メ
デ
ィ

ア
の
役
割
、
紛
争
の
解
決
方

法
な
ど
の
講
義
を
行
う
ほ

か
、
被
爆
者
と
の
対
話
や
、

８
月
６
日
の
平
和
記
念
式
に

参
列
し
て
、
被
爆
の
惨
状
の

理
解
を
深
め
る
。

同
大
国
際
学
部
の
井
上
泰

浩
教
授
は

「被
爆
地
ヒ
ロ
シ

マ
で
感
じ
る

『
晴
』
の
部
分

を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
学

術
的
な
講
義
の
理
解
が
深
ま

る
。
今
後
も
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。


